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 我々は水素ガス吸入機の爆発の危険性について報告したにもかかわらず（Medical Gas 
Research, 2015 5:13 Kurokawa et al.）、依然として爆発の危険性がある水素ガス吸入機が市
場に出ている。今回、我々は内閣府消費者庁の事故データベースで水素ガス吸入機の重大
な爆発事故の調査を行い、水素ガス吸入機の爆発事故の原因を明らかにした。調査の結
果、水素ガス吸入機の爆発の原因は水素ガス吸入機の内部における水素ガスの漏洩が原因
となっていることを突き止めた。また、水素の爆発濃度は１０％～７５％であり７５％以
上では酸素が不足しているため爆発しないものというメーカーもいるが、実際に着火実験
を行うと１００％に近い水素ガスを生成している水素ガス吸入機でも爆発は起こることを
確認した。このような爆発の危険性を伴う水素ガス吸入機は前臨床試験や臨床試験におい
て用いるべきではない。我々は人命を危険に曝し、家財を破損させるような爆発・爆轟の
危険がある水素ガス吸入機を流通させることは社会正義に反する極めて悪質な行為であり
市場から排除すべきものであると警鐘を鳴らす。本論文では、安全な水素ガス吸入機の選
択方法について言及する。 
[1937 年「ヒンデンブルグ号の水素爆発事故」が水素医療に対して示唆するもの 
(YouTube : https://www.youtube.com/watch?v=mgeoURMUaMg&t=35s)]  
 
イントロダクション 
 水素分子は常温常圧で無色無臭の気体である。水素分子は酸素分子と反応して水分子を
生成する際に激しい爆発を起こす。我々は慶應義塾大学との共同研究で水素は１０％より
高い濃度での爆発することを報告した。とりわけ、水素は１８．３％～５８．９％におい
ては「爆轟（ばくごう）」という、超音速（マッハ 5以上）の衝撃波を伴う極めて危険な爆
発と共に爆燃とよばれる火炎伝播を起こし、重大事故を起こし得る。特に水素と酸素の比
が２：１の水素と酸素の混合ガスは「酸水素爆鳴気」として知られ、激しい爆音を発する
（爆鳴）とともに威力の強い爆発を起こす。水素ガスの爆鳴は時にヒトの聴覚神経細胞を
破壊し、不治の聴覚喪失を引き起こすこともある。エネルギー利用においては、水素設備
の水素爆発防止のための安全性の研究はなされており、水素の爆発に関する安全性の研究
はなされているものの、家庭用の水素ガス吸入機については、その安全性を無視したもの
が数多く流通している。水素の医療利用が進められている中で、爆発の危険性がある水素
ガス吸入機の爆発事故は水素医学の発展を妨げかねない。爆発性を有する気体を扱う以上、
安全性の担保は絶対である。爆発濃度の水素を生成している吸入機であるにも関わらず、
あたかも爆発の危険性がない水素濃度を発生させているかのように見せかけるために、水
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素ガスの濃度を都合のいい解釈に基づいて、購買者に爆発の危険性がないものと錯覚させ
ている悪質な製造会社や医療機関も存在する。水素ガス吸入機は家庭や病院で用いられる
ため、爆発・爆轟の危険性がある水素ガス吸入機は、家財の破損、爆鳴による聴覚の喪失、
火災、場合によっては人命に関わる重大事故の原因となる。安全性が担保された水素ガス
吸入機の開発には開発者の倫理観と高度な技術思想が必要とされる。 
 本研究では、我々は水素ガス吸入機の過去の爆発事故を調査し、爆発の原因について考
察を行った。さらに、我々は爆発しないと言われている７５％以上の高濃度の水素は生成
している水素ガス吸入機に対して着火実験を行い考察を行った。 
 
水素吸入機を選ぶ際に確認すべきこと（５つのポイント） 
 水素は上述した特性を有するため、水素ガス吸入機を購入する際には、安全性に十分に
配慮がなされている製品を選択するべきである。以下にその条件を列記する。 
（Point 1）水素の発生源に直接希釈ガスを送り直ちに水素ガスを爆発濃度以下に希釈して
いること 
（Point 2）水素を水素の爆発濃度である１０％以下にまで希釈していること 
（Point 3）水素濃度の表示機能を備え、タイムリーに表示していること 
（Point 4）水素濃度を検知し、爆発濃度に達すると瞬時に水素の発生を止める安全装置を
備えていること 
（Point 5）電気分解に精製水を用いていること、これは誤って食塩など塩素系の電解質を
電解水に溶解と毒性を有する塩素ガスが発生するためである。 
 
 この条件を満たさない爆発の危険性がある水素ガス吸入機は、重大事故を起こしかねな
いため、家庭での使用目的のみならず、研究所や病院における前臨床試験や臨床試験で用
いるべきではない。 

 
 



水素爆発の危険性がある水素ガス吸入機 
 市販されている水素ガス吸入機は、水の電気分解により生成した水素をそのまま吸入口
から排出するものがほとんどであるので、爆発の危険性がある（図２）。 
 

 
 
 したがって、生成した水素は空気などの希釈ガスで爆発濃度以下に希釈すべきである。
希釈方法には、水素の発生源で発生した水素を直ちに水素の爆発濃度以下に希釈する「直
接希釈型」のものと、発生させた水素を水素を排出するまでの間で希釈する「途中希釈型」
のものの２種類がある（図３）。「直接希釈型」の水素ガス吸入機は吸入機内において爆発
濃度の水素が貯留または流通していないため安全が担保されている。一方、「途中希釈型」
の水素ガス吸入機は、水素の生成から希釈されるまでの間は爆発濃度の水素であるため、
爆発の危険性が残る。「途中希釈型」の水素ガス吸入機は、水素を送るチューブの経年劣
化やチューブの脱落による機体内への水素漏洩の危険性がある。水素爆発の事故のなかで
目立つ事故は、機体内に水素が漏れ、漏れた水素が爆発する水素の漏洩を原因とする事故
である。 
 



 
 
水素および水素吸入器の着火実験 
 本実験では、水素ガスの爆発限界を確認すると共に（着火実験１）、水素ガス吸入機で
も水素ガスの爆発が起きるかどうかを実際に水素ガス吸入機の着火により検証を行った。 
（着火実験１） 
 ポリ袋に４％、１０％、１５％、２０％、１００％の濃度の水素を封じ込めて着火した。 
水素は大陽日酸の水素ボンベ（１００％）を希釈して調製し、水素濃度は新コスモス電機
の水素濃度計（ＸＰ－３１４０）を用いた。実験結果を以下に示す。 
 
実験結果 

水素濃度 爆発発生 爆発音 

4% 爆発せず なし 
10% 爆発せず なし 
15% 爆発 爆発音あり 
20% 激しく爆発 激しい爆発音あり（爆轟） 

100% 爆発 爆発音あり 

  
（着火実験２ －水素濃度６６％（電気分解式）の吸入機の場合－） 
 Ｊ社の水素ガス吸入機（電気分解式、水素濃度６６％）に着火すると、激しい爆音を伴
って水素が爆轟し、吸入機本体の蓋と配管部品が衝撃で飛び散った（図４）。水素濃度６
６％の水素ガス吸入機は、水を電気分解して発生させた水素と酸素の混合気体（水素６
６％、酸素３４％）を吸入するタイプのものである。この水素：酸素の比が２：１の気体
は酸水素爆鳴気と呼ばれ、とりわけ激しい爆音を伴う爆発を起こす。 
 



 
 
（着火実験３ －水素濃度１００％（電気分解式）の吸入機の場合－） 
Ｉ社の水素ガス吸入機（電気分解式、水素濃度１００％）に、スイッチを入れた直後に

着火すると水素ガスの吐出口から透明な炎が出続けた。また、スイッチを入れて数分後に
着火すると、激しい爆音と共に爆発して容器が破裂した（図５）。この実験から爆発限界
（７５％）以上１００％濃度の水素ガス吸入機にも爆発の危険性が伴うことが明らかとな
った。 

 

 
 
（着火実験４ －水素濃度１００％（水素発生剤式）の吸入機の場合－） 



 Ｐ社の水素ガス吸入機（水素発生剤、水素濃度１００％）に着火すると、激しい音と共
に爆発し、上部の蓋が炸裂して飛び散った（図６）。着火実験３と同様に、爆発限界（７
５％）以上１００％濃度の水素ガス吸入機にも爆発の危険性が伴うことを水素発生剤式の
水素ガス吸入機でも確認した。 

 

 
実際にあった水素発生装置の水素爆発事故事例 
 水素爆発に関する事故事例を紹介する。我々は日本国の消費者庁と日本規格協会（ＪＩ
Ｓ）に対して水素爆発を起こす危険性のある水素ガス吸入機を規制するように再三求めて
きたが、事故事例があるにも関わらず、行政等は規制を行おうとしないのが現状である。 
（事故事例１ ―水素吸入機の爆発による顔面内骨折の事故―） 
日本国消費者庁の「事故情報データバンクシステム（https://www.jikojoho.caa.go.jp）」を
検索すると、２０２４年１月に高濃度水素・酸素吸入器を自宅玄関で使用中に鼻に挿して
いた器具が爆発して顔面内骨折した事故が報告されている。 
 
（事故事例２ －水素酸素混合ガス吸入機の事故－） 
 日本国消費者庁の事故情報には、水素／酸素混合ガス吸入機を持ち上げたところ爆音を
発して蓋が飛び、耳鳴りの症状を訴えた事故が報告されている（２０１６年２月１９日）。
この事故では吸入機の型番や水素濃度の記載はないものの、水素と酸素を同時に吸入する
ものであることから、水の電気分解により生成した爆発濃度の水素（６６％）と酸素（３
４％）を生成している製品であると推測できる。 
（事故事例３ －家庭用水素発生器の爆発事故－） 
 日本国消費者庁の事故情報には、水素を発生させる家庭用の気泡発生装置の内部で水素
が漏洩し、漏洩した水素が本体内部に滞留して爆発し家財（浴室の扉）が破損して家人が
怪我をした事例が報告されている（２０１７年１０月２５日）。水素ガスを水素の発生源
において直ちに爆発濃度以下に希釈せず、水素の発生源から離れたところで希釈する途中
希釈型の水素ガス吸入機では、チューブ等の経年劣化やチューブの脱落によって高濃度水
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素が漏洩し、機体内の電気系統の電気エネルギーや静電気により爆発を引き起こす危険性
がある。 
（事故事例４ －水素サーバーの爆発事故－） 
 ２０１５年１１月１１日の日本国消費者庁の事故情報の報告では、水素を発生させるボ
トルが水素の爆発で飛び出して、飛び出したボトルが天井を破壊した事故が報告されてい
る。この事故も高濃度水素ガスの製品内部における漏洩が原因である。これと同じ製品は、
水素を発生させるサーバーが破裂し、飛散した破片で子供が裂傷を負う事故を起こしてい
る（同庁２０１５年１１月２２日付の報告）。 
（事故事例５ －水素吸入機－） 
 ２０１５年７月１７日の日本国消費者庁の事故情報の報告では、７０歳の方が知人の紹
介で水素吸入機を購入して使用したところ、２度破裂して聴覚機能が１か月以上低下した
ことが報告されている。 
 
まとめ 
 水素の爆発濃度は、１０％以上７５％以下と報告されている。この爆発濃度を鑑みれば
１００％濃度の水素は爆発しないと考えることができる。しかし、着火実験を行うと、１
００％濃度の水素を生成している水素ガス吸入機も爆発や爆燃した。 
 この着火実験から、１００％濃度の水素であっても周囲の空気に希釈されていく過程で
水素濃度が爆発濃度である１０％以上７５％になる。この爆発濃度に希釈された水素に静
電気等の着火源が存在すると水素爆発が起きる。したがって、１００％の水素濃度を発生
している水素ガス吸入機であっても爆発の危険性は免れない（図８）。 
 また、市販の水素吸入機には水素濃度が６６－６７％の製品が存在する。これは水の電
気分解によって生成された水素と酸素の比が２：１の「水素爆鳴気」であって、爆発の際
に極めて激しい爆鳴を伴うことがある。この爆鳴は聴覚神経障害を起こす危険がある。 
 また、メタンやプロパンのような可燃性ガスの爆発濃度は、メタンで５％～１５％、プ
ロパンで２％～１０%であり、水素の爆発濃度（１０％～７０％）よりも狭い。最小着火
エネルギーもメタンやプロパンよりも水素は低いことからも爆発しやすいガスであること
がわかる（図８）。 
 



 
本論文における水素ガス濃度の単位％は体積％を意味する。 

以上 


